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論文審査の結果の要旨 

高齢者での服薬アドヒアランス低下は、健康状態の悪化など薬物治療上の問

題になりうる。良好な服薬アドヒアランスを確保する一方策として、かかりつ

け薬局の活用がありドイツ等では推進されている。服薬アドヒアランスには社

会・環境的要因が関連し、教育歴も示唆されているが一貫した傾向は得られて

いない。申請者は、日本人の高齢者におけるかかりつけ薬局の有無と服薬アド

ヒアランスとの関連性および教育歴の影響について検討した。 

 2019 年 JAGES（日本老年学的評価研究）調査に参加した 65 歳以上の 18,792

人を対象とした。「いつも同じ薬局で薬を受け取っているか（かかりつけ薬局の

操作的定義）」を説明変数、「残薬があるか（服薬アドヒアランスの指標）」を目

的変数とした。交絡因子は先行研究に基づき選定し、残薬ありの該当率比、95%

信頼区間、p 値を求めた。教育歴での層別解析と性別・年齢でのサブグループ解

析を行った。本研究は千葉大学他 2 機関の倫理審査委員会より承認を受け実施

した。 

 いつも同じ薬局で薬を受け取る群は 16,592 人（88.3%）、そのうち残薬なしは

9,228 人（89.9%）であった。修正ポアソン回帰分析により全交絡因子を調整し

た後も、いつも同じ薬局で受け取る群での残薬ありの該当率は低かった（0.87, 95%

信頼区間: 0.82-0.92, p < 0.001）。残薬ありの該当率比は教育歴が短い人で低かっ

た（9 年以下: 0.82, 0.71-0.96, p < 0.01, 10-12 年: 0.81, 0.74-0.88, p <0.001, 13 年以上: 

0.96, 0.87-1.06, p = 0.45）。男性および 75 歳未満では残薬は教育歴 10-12 年と同様

の交互作用があったが女性および 75 歳以上では関連性がなかった。以上の結果

より、これらの要因は服薬アドヒアランス向上に寄与する可能性が示唆された。 

審査委員会では、高齢者が特定の薬局を利用することは服薬アドヒアランス

向上に繋がることを初めて見出したこと、特に教育歴の短い患者ではその恩恵

を受けている可能性を示した点を高く評価した。以上により、本論文は博士（医

学）の学位の授与にふさわしいと審査員全員一致で評価した。 

 

論文審査担当者 主査 川上 純一 

副査 梅村 和夫 副査 中村 和正 


